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歯
科
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
経

済
的
に
困
窮
し
た
人
で
多
く
、
裕
福
な

人
で
少
な
い
、
と
い
っ
た
健
康
格
差
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
健
康
格
差
に

は
、
地
域
に
よ
る
差
や
、
職
業
に
よ
る

差
、
教
育
歴
に
よ
る
差
も
存
在
す
る
。

こ
う
し
た
健
康
格
差
は
な
ぜ
発
生
す
る

の
だ
ろ
う
か
？

　

健
康
格
差
の
最
大
の
原
因
は
「
健
康

の
社
会
的
決
定
要
因
」
だ
と
近
年
は
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
図
）
。
こ

れ
は
私
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
経
済
政

治
的
な
状
況
で
あ
り
、
友
人
関
係
の
よ

う
な
身
近
な
も
の
か
ら
政
治
経
済
と
い

っ
た
大
き
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
存
在
す
る
。
経
済
的
に
貧
し
け
れ

ば
歯
ブ
ラ
シ
の
買
い
替
え
や
、
歯
科
受

診
も
容
易
で
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
ひ

と
り
親
家
庭
で
あ
れ
ば
、
ふ
た
り
親
家

庭
に
比
べ
て
、
仕
事
を
休
ん
で
子
ど
も

を
歯
科
医
院
に
連
れ
て
行
く
の
は
難
し

く
な
る
だ
ろ
う
。
友
人
が
多
け
れ
ば
、

お
す
す
め
の
保
健
行
動
の
情
報
も
入
手

し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
様
に
私

た
ち
の
行
動
は
自
分
の
意
思
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
社
会
的
決
定
要
因
の
影
響

を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

社
会
的
決
定
要
因
の
影
響
を
考
え
る

時
に
忘
れ
が
ち
な
こ
と
と
し
て
「
私
た

ち
の
人
生
に
お
い
て
、
健
康
の
こ
と
は

必
ず
し
も
１
番
で
は
な
い
」
と
い
う
事

実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
保
健
医
療
関
係

者
で
あ
っ
て
も
、
寝
坊
し
た
朝
に
は
、

仕
事
に
向
か
う
た
め
に
寝
ぐ
せ
は
直
す

も
の
の
、
朝
ご
は
ん
は
手
抜
き
を
す
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
朝
食
を
と
る
と
い
う
保
健
行
動

よ
り
も
、
寝
ぐ
せ
の
方
が
大
事
だ
と
い

う
意
思
決
定
を
、
状
況
に
よ
っ
て
は
保

健
医
療
関
係
者
で
あ
っ
て
も
行
う
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
。
忙
し
け
れ
ば
睡
眠
不

足
や
運
動
不
足
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
、
健
康
の
こ
と
が
後
回
し
に

な
る
状
況
（
お
金
だ
け
で
な
く
、
時
間

や
心
の
余
裕
な
ど
も
理
由
に
含
む
）
は

誰
に
で
も
あ
り
、
そ
し
て
社
会
経
済
的

に
困
難
が
多
い
人
ほ
ど
、
後
回
し
に
な

り
が
ち
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方

が
健
康
格
差
の
理
解
に
は
大
事
に
な

る
。
比
較
的
社
会
経
済
的
に
余
裕
の
あ

る
保
健
医
療
関
係
者
は
、
努
力
を
し
て

行
動
を
変
え
れ
ば
健
康
に
な
る
と
ど
う

し
て
も
考
え
が
ち
だ
が
（
こ
れ
は
保
健

指
導
の
上
で
は
仕
方
が
な
い
こ
と
で
も

あ
る
）
、
自
分
の
こ
と
も
振
り
返
り
つ

つ
、
社
会
的
決
定
要
因
の
考
え
方
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
米
な
ど
の
主

食
を
買
う
こ
と
が
難
し
く
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
小
学
生
の
１
割

が
体
重
減
少
を
経
験
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
様
な
状
況
で
は
、
歯

ブ
ラ
シ
や
歯
磨
剤
の
買
い
替
え

も
ま
ま
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
健

康
格
差
の
原
因
の
理
解
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
想
像
し

て
、
単
に
個
人
の
努
力
と
自
己

責
任
に
ゆ
だ
ね
な
い
姿
勢
も
求

め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

口腔の健康格差の原因とは？

図　健康の社会的決定要因の概念図

（Dahlgren and Whitehead　1998）
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３
年
を
問
う

コロ
ナ
禍

大
阪
の

福
祉
現
場
が「
コ
ロ
ナ
病
棟
」に

　

障
が
い
福
祉
の
現
場
は
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
壮
絶
な
事
態

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
の
作
業
所
で
は
陽
性
の
報

告
が
あ
る
た
び
に
事
業
を
止

め
、
何
と
か
凌
い
で
き
ま
し

た
が
、
２
０
２
２
年
１
月
以

降
は
病
状
が
深
刻
で
も
搬
送

を
断
ら
れ
る
と
い
う
状
況
が

続
き
ま
し
た
。

　

40
度
前
後
の
発
熱
が
数
日

続
い
て
水
分
摂
取
で
き
な
い

利
用
者
で
も
「
受
け
入
れ
先

が
な
い
」
と
搬
送
を
断
ら

れ
、
血
中
酸
素
飽
和
度
（
Ｓ

ｐ
Ｏ
２
）
が
87
％
に
な
っ
て

も
「
足
指
で
測
れ
ば
90
％
超

え
て
い
る
」
と
言
っ
て
救
急

車
が
帰
っ
て
い
く
―
―
。
そ

ん
な
事
態
ま
で
起
き
た
の
で

す
。

　

そ
の
結
果
、
医
療
に
か
か

せ
ん
で
し
た
。

　

現
場
で
は
隔
離
も
で
き

ず
、
感
染
拡
大
防
止
の
設
備

も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

一
般
の
福
祉
職
で
す
の
で
、

看
病
は
で
き
て
も
看
護
は
で

き
ま
せ
ん
。
仲
間
の
命
が
い

つ
途
絶
え
る
か
わ
か
ら
な
い

日
本
な
の
か
」
と
い
う
思
い

を
抱
い
た
と
述
べ
て
い
ま

す
。

　

陽
性
者
が
で
る
と
作
業
所

は
日
中
の
事
業
を
停
止
し
ま

す
。
約
１
カ
月
に
わ
た
り
収

入
が
途
絶
え
る
上
、
経
費
は

嵩
み
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人

祉
現
場
を
直
撃
し
、
福
祉
現

場
が
崩
壊
さ
せ
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

記
者
会
見
で
福
祉
現
場
へ

の
経
営
支
援
の
必
要
性
を
問

わ
れ
た
吉
村
洋
文
知
事
は
、

〝
営
業
補
償
は
難
し
い
〞
と

述
べ
ま
し
た
。
医
療
崩
壊
の

カ
バ
ー
を
し
た
こ
と
に
対
し

て
、
営
業
補
償
も
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
に
大
き
な
疑
問

を
抱
い
て
し
ま
い
ま
す
。
社

会
福
祉
法
の
第
61
条
は
、

「
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

は
そ
の
本
来
の
責
任
を
事
業

者
に
転
嫁
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

何
ら
手
立
て
を
打
た
ず
、
福

祉
現
場
に
損
失
を
押
し
付
け

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

過
酷
な
状
況
の
な
か
、
見
よ

う
見
ま
ね
で
〝
看
護
〞
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
誰

も
が
必
要
な
と
き
に
医
療
を

受
け
ら
れ
る
は
ず
の
公
的
医

療
制
度
が
崩
れ
て
い
く
状
況

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
あ

る
職
員
は
「
本
当
に
こ
こ
は

全
体
で
は
、
人
件
費
が
約
１

３
０
０
万
円
、
衛
生
用
品
等

の
感
染
対
策
費
が
約
８
０
０

万
円
、
利
用
自
粛
や
休
止
に

よ
る
減
収
が
６
４
０
０
万
円

と
な
り
、
約
８
５
０
０
万
円

を
超
え
る
損
失
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
医
療
崩
壊
が
福

れ
な
い
利
用
者
が
続
出
し
、

職
員
が
24
時
間
体
制
で
支
援

を
続
け
る
状
況
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
病
院
の
代
わ
り
に
な

っ
て
職
員
が
看
護
服
や
防
護

服
を
着
用
し
、
コ
ロ
ナ
病
棟

さ
な
が
ら
に
利
用
者
の
看
病

に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

物価高騰支援事業のご案内
支援制度 対象 給付額 申請期間 制度の詳細

摂津

中小企業等
物価高騰対
策支援金支
給事業

・ 2022年12月１日時点で、
市内に事業所を有すること

・ 経費が直近の決算期又は１
年間で10万円以上の法人、
５万円以上の個人事業者

法人：10万円
個人：５万円

23年３月10日
まで 　　　　
※当日消印有効

寝屋川

医療施設等
物価高騰対
策緊急支援
事業

・ 22年11月１日時点で、市内
に開設している診療所

歯科診療所：
10万円

23年２月15日
まで 　　　　
※当日消印有効

四條畷

エネルギー
・食料品等
の物価高騰
支援施策

・ 22年10月１日時点で、市
内で事業を実施しているこ
と

歯科診療所：
30万円

23年２月28日
まで 　　　　
※当日消印有効

河内
長野

物価高騰等
対策事業者
支援金

・ 22年７月31日以前に、市内
で事業を実施していること
・ 22年４月～12月のいずれ
か１月の売上が、19年～
21年同月比10％以上減少

法人：20万円
個人：10万円

23年３月15日
まで 　　　　
※当日消印有効

藤井寺

中小企業等
物価高騰対
策緊急支援
金

・ 22年11月30日以前に市内
で事業を実施していること

個人・法人：
５万円

23年２月28日
まで 　　　　
※当日消印有効

熊取
物価高騰対
策事業者給
付金

・ 22年４月～11月のいずれか
１月の売上が、19年～21年
同月比10％以上減少
・ 減少額が10万円以上の法
人、５万円以上の個人事業者

法人：10万円
個人：５万円
※ 同町実施の介護
・ 福祉事業者向
け支援金を未受
給であること

23年２月15日
まで 　　　　
※当日消印有効

　

大
阪
府
内
の
各
自
治
体
が
実
施
す
る
物
価
高
騰
支
援
事
業
を
表
に
ま
と
め
た

（
申
請
用
紙
が
医
療
機
関
に
直
接
通
知
さ
れ
た
自
治
体
の
事
業
は
除
く
）。
各

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照
。

指
導
の
最
新
情
報
を
解
説

歯
初
診
・
外
来
環
・
歯
援
診
・
か
強
診

施
設
基
準
研
修
会
開
く

　

社
保
研
究
部
は
１
月
28

日
、「
歯
科
初
診
料
注
１
の

施
設
基
準
に
係
る
施
設
基
準

（
歯
初
診
）
研
修
会
」
を
Ｍ

＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
金

城
瞬
社
保
研
究
部
員
を
講
師

に
63
人
が
参
加
し
、
研
修
を

修
了
し
た
。

　

金
城
氏
は
、『
絵
で
見
る

色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感

染
防
止
対
策
』
を
テ
キ
ス
ト

に
、
院
内
感
染
防
止
対
策
に

係
る
標
準
予
防
策
お
よ
び
新

興
感
染
症
に
対
す
る
対
策
に

つ
い
て
解
説
。

　

ま
た
、
同
部
は
新
規
開
業

　

社
保
研
究
部
は
１
月
15

日
、「
歯
初
診
・
外
来
環
・

歯
援
診
・
か
強
診
の
施
設
基

準
に
係
る
研
修
会
」
を
開
催

し
た
。
大
西
祐
一
氏
（
大
阪

歯
科
大
学
口
腔
外
科
学
第
２

講
座
准
教
授
・
写
真
右
）
、

髙
橋
一
也
氏
（
大
阪
歯
科
大

学
高
齢
者
歯
科
学
講
座
主
任

教
授
・
写
真
左
）
を
講
師
に

１
１
７
人
が
参
加
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
大
西
氏

が
、
▽
院
内
感
染
防
止
対
策

（
歯
初
診
）
▽
偶
発
症
に
対

す
る
緊
急
時
対
応
、
医
療
事

故
対
策
等
の
医
療
安
全
対
策

（
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制

加
算
）
―
を
解
説
。
午
後
の

部
で
は
、
髙
橋
氏
が
、
▽
高

齢
者
の
心
身
の
特
性
（
認
知

症
に
関
す
る
内

容
を
含

む
）
、
口
腔
機
能
管
理
、
緊

急
時
対
応
（
在
宅
療
養
支
援

歯
科
診
療
所
）
▽
歯
科
疾
患

の
重
症
化
予
防
に
資
す
る
継

続
管
理
（
口
腔
機
能
の
管
理

を
含
む
）
、
在
宅
医
療
お
よ

び
介
護
（
か
か
り
つ
け
歯
科

医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療

所
）
―
に
つ
い
て
解
説
し

た
。
講
演
終
了
後
は
、
受
講

者
に
修
了
証
を
発
行
し
た
。

医
講
習
会
「
カ
ル
テ
記
載
を

中
心
と
し
た
指
導
対
策
」
を

同
日
に
開
き
、
安
積
中
社
保

研
究
部
副
部
長
を
講
師
に
21

人
が
参
加
し
た
。

　

安
積
氏
は
『
カ
ル
テ
記
載

を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ

キ
ス
ト
』
を
示
し
、
保
険
医

に
求
め
ら
れ
る
カ
ル
テ
記
載

や
記
載
上
の
注
意
点
、
個
別

指
導
に
お
け
る
指
摘
事
項
な

ど
新
規
指
導
の
最
新
情
報
を

解
説
。
参
加
者
か
ら
の
質
問

に
は
自
身
の
指
導
体
験
談
な

ど
を
紹
介
し
答
え
た
。

　

第
２
回
保
団
連
代
議
員
会

が
１
月
29
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

で
開
か
れ
、
協
会
か
ら
小
澤

力
理
事
長
、
矢
部
あ
づ
さ
、

平
尾
清
司
各
副
理
事
長
、
江

原
豊
、
玉
川
尚
美
各
理
事
が

出
席
し
、「
大
阪
府
知
事
選

・
大
阪
市
長
選
」「
診
療
報

酬
改
善
」「
改
憲
と
軍
備
拡

大
」
―
な
ど
に
つ
い
て
発
言

し
た
。

　

矢
部
副
理
事
長
は
大
阪
府

知
事
選
・
同
市
長
選
に
つ
い

て
フ
ロ
ア
発
言
し
、
い
の
ち

や
暮
ら
し
を
切
り
捨
て
る
維

新
府
政
・
市
政
で
「
住
民
の

暮
ら
し
が
深
刻
な
危
機
に
陥

っ
て
い
る
」
と
指
摘
。
カ
ジ

ノ
誘
致
に
熱
心
な
維
新
府
政

・
市
政
を
批
判
し
た
。
４
月

の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
子

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
な
ど

「
い
の
ち
と
健
康
、
暮
ら
し

が
最
優
先
の
政
治
へ
の
転

換
」
を
目
指
す
こ
と
を
表
明

し
た
。

　

文
書
発
言
で
は
、
平
尾
副

理
事
長
が
次
期
診
療
報
酬
改

定
の
改
善
要
望
を
巡
り
、
ク

ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管

理
料
の
廃
止
を
訴
え
た
。
そ

の
他
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
原
則
義
務
化
と
保
険

証
廃
止
の
撤
回
運
動
を
国
民

運
動
に
」「
平
和
憲
法
を
い

か
す
運
動
を
広
げ
よ
う
」

（
江
原
理
事
）
、
「
い
ま
こ
そ

『
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
の
実
現
を
求
め
る
請
願
署

名
』
を
広
げ
、
社
会
保
障
改

悪
・
防
衛
費
倍
増
を
推
し
進

め
る
政
府
の
政
策
の
転
換

を
」
（
平
尾
副
理
事
長
）
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

保 団 連
代議員会

社　保
研究部

社　保
研究部

矢
部
副
理
事
長
ら
が
発
言

維
新
府
政
転
換
へ

社
会
福
祉
法
人
コ
ス
モ
ス
理
事　

皿
海 

み
つ
る


